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1. 製品の概要 


1.1. はじめに 

本システムは、へッドホンを装着するだけで劇場のよラなマルチチャンネルサラウンド音場 
び再現でさるデジタルサラウンドへッドホンシステムです。 

通常のへッドホン再生では音像び頭内に定位してしまい、スピーカー再生のよラに立体的な 
音場を再現するのは困難とされてをました。そこでソニーは独自の音響解析技術と、デジタル 
信号処理技術、トランスデューサー技術を高度に融合させ、ヘッドホンでありなび日マルチチャ 
ンネルサラウンドの音場空間を再現できる技術、 " VirtualphonesTechnology ( VPT )"* の開発 
に成功、改良を進めてきました。 

今回、新たに 7.1 ホの入力音声信号に対応した VPT を開発し、本システムに搭載することび 
できました。これにより従来システムに比べ、より撒密で深いサラウンド音場と、より自然な 
音質を実現することびでさます。 

* "VirtualphonesTechnology' はソニーの登録商標です。 

1.2. 本システムの構ぶ 


本システムは、デジタルサラウンドプ□セッヴー(サラウンドデコーダー、 VPT エンコーダー、 
2.4 GHz デジタル無線送信部）と専巧ワイヤレスへッドホンで構成されています。付属の光ケー 
ブルで BD / DVD プレーヤーや地上デジタルチューナー、 PLAYSTATI 0 N ®3* i などのゲーム機器な 
どに接続するだけで、ドルビーデジタルが、 DTS * 3 、 MPEG -2 AAC などのマルチチャンネル音 
靑フオーマットで収録された Hi - RAV ソースを、劇場のよラな臨場感でお楽しみいただけます。 

サラウンドデコーダーは、ドルビーデジタルやドルビーデジタルサラウンド EX 、 ドルビープ 
□ □ジック llx * 2 、 DTS 、 DTS - ES が、 MPEG -2 AAC に対応したデコード機能を搭載しているので、 
ほとんどの音声フオーマットに対応しています(第3章で詳しく説明しています)。サラウンドデ 
コーダーでマルチチャンネルにデコードされた信号は、最大 7.1 ch 音声に対応した VPT エンコー 
ダーによって、マルチチャンネル情報を失ラことなくバイノーラル変換されます。これを専用 
ワイヤレスへッドホンで聞くと、へッドホンでありなびら音像び頭の外に定位(頭外定位)する、 
マルチチャンネルの音場び再現されます。 

また、本システムは新開発の 2.4 GHz デジタル無線伝送方式によるワイヤレスタイプのヘッド 
ホンシステムです。最大48 kHz /16 bit ヴンプ U ングでの非圧縮伝送により、 CD と同等ちしく 
はそれ ULL の低ノイズかつダイナ S ックレンジの広い高音質を、へッドホンコードに煩わされ 
ることなく快適にお楽しみいただけます。また、別売りの増設ヘッドホン ( MDR - RF 710 0) を追 
加することによ0、多人数で同時にご使用いただくことわ巧能です。さ5にプ n セッサーの U 
モートコント□-ル機能や、化の 2.4 GHz 機器との干渉を自動的に回避する U アルタイムチャン 
ネルセレクション機能の搭載、ヘッドホンの軽量化など、従来製品を超える使い勝手の良さを 
追ホしています。 
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入力端子は、光デジタル(角あ)を2系統、アナ□グ(ピンジャック、ち/左)を1系統装備して 
います。また、2系統の光デジタル端テに入力された信号をそれぞれ INPUT スイッチの影響を受 
けることな<そのまま出力する光パススルー出力端子を、光デジタル入力端子それぞれに1系統 
ずつ装備しています。 

*1 "プレイステーシヨン"および‘ PLAYSTATION ’ は株式会社ソニー•コンピュー■タエンタテイン^ントの登録商標です。 

心ドルビー、 DOLBY、PRO LOGIC . "AAC □ユおよびダプル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。 

が DTS および DTS Digital Surround は DigitalTheaterSystems , Inc の商標です。 

図 1-1 MDR - DS 7100のブ□ックダイアグラム 


アナ□グ入カ デジタル 



デジタル 



_ I システムコント□—ル 

マイコン 
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1.3. バーチヤルホンテクノ□ジ ー( VPT ) の概要 


音の方向認識 


人間はど5やって到来する音の方向を認識しているので 
しょつか。 

それは左ちの耳に同時に入って<る音情報を、瞬時に脳び W 

し分下のよラに分析して音の方向を判断しています。 \\ 

まず、左ちのち向について。 U スナーからみて左にある音 1\ 

源は左耳の方びおいので、左耳にはち耳よ0早く音び到着し 1 \ 

ます。またち耳に比べて音び大きく聞こえます。ちにある音 1 \ 

源はその逆です。人間はこのよラな音の違い(到達時間の違 lA 

し、音圧レベルの違い)を感じ取って、左ちの方向を認識して 

います。（図 1-2) 図 1 -2 直接音と間接音 

前後の違いはどラでしょラか。人間のちは頭の左ちに配置 
されているので、左ち方向と違い、音の時間差や音圧レベル 
差び前後で極端には変わることはありません。ここで役に立っ . 

ているのび耳(耳介)のを在です。 耳な \ 

人間の耳は前側に開いたおをしているため、音源び前後対 
称な位置にあっても、周波数特性の違いによって、前か5来 
る音は後ろか5の音よ0高域成分び強調されて聞こえます。 / 

試しに耳の後ろに手のひ5を当ててみると、高域成分の強調 目1_3 ' 

効果びよくわか0ます。人間は耳介によって起こる周波数特 前後の違いは耳介によって起こる 

性の違いによって臟の違い强識しています。（図 1-3) 

政上の組み合わせによって前後左右の音を認識することびでさるわけです。 

それでも、真正面や真後ろち向からの音は、方向を充分に認識しにくいといラ性質びあ0ま 
す。人間の耳は正面方向に対してほぼ左ち対称についているので、音源び正中面(真正面や真後 
ろ、真上のように両耳か5等距離にある面)にを在する音は、到達時間ち音圧レベルをほぼ等し 
いため、手びかりに乏しいのび原因です。このよラな場合、人間は無意識のラちに頭を水平方 
向に回すことによって両耳へ入る音に時間差とレベル差を生じさせて、それらの差と頭の回転 
角度との関係か5前後を判断する手びかりを得ています。 

つまり人間は、ちちと左耳で聞こえる音圧レベルの差および時間差と、ちの形によって生じ 
る周波数特性の差を主情報として、時には頭を回転させたり、生まれたとをか5の経験を頼り 
にしたりして、音の方向を判断しています。 


図 1-3 

前後の違いは耳介によって起こる 
周液数特性の違いによって認識 
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頭部伝達関数 ( HRTF )、 頭部インパルスレスポンス （ HRIR ) 

実隙の音場では、音源か5左ちの耳に直接届< I ■直接音」のほか 
に、壁や天井、床などで反射しなびらちに到達する「間接音」わ同 
時に聞いています。間接音は、壁の反射音あるいは残響音として 
認識されます。また U スナー付近まで到達した音は、 U スナー自 
身の体(特に頭部の形状による回折)や反射による直接音の変調、 

間接音の付加などさまざまな影響を受けなび5、 U スナーの左ち 
の耳に到達します。個 1-4) 

この音源か5耳までの間で起こる音の変化具合を数学的に表現 
したものを 、 HRTF (Head Related Transfer Function : 頭部伝達関 
数)といいます。また、インパルス入力に対する応答をある一定時 
間毎にサンプ U ングしたものを、特に HR 旧 (Head Related 
Impulse Response : 頭部インノりレスレスポンス）といいます。 

図 1-4 直接音と間接音 



次のぺージへつづ< 
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へッドホンによる音場の再現 

実際の音場で聞いた音と同じ音をへッドホンで再現するに 
は、政下の2つのステップび必要です。 

(1) 再現する音場の HR 旧の測定 

(2) DSP を応用した電気回路による H 网 R のシミュレーシヨ 
ン再生 

この各ステップについて説明します。 

初めに、音源び1 ch (個)の場合を例として、基本的なし<み 
を説明します。 

(1) 再現ずる音場の HR 旧の測定 



写真 1-5 


まず、写真 1-5 で示すよラなダ S —へッドマイク□ホンを、 

再現しよラとする音場に設置します。次に音源か5測定用信号を放射し、ダ S —ヘッドの左ち 
に設置したマイク n ホンで頭部インパルスレスポンス ( HR 旧)を測定します。 HR 旧は、「音源一 
左耳」と r 音源-^ち耳」で一対にな0ます。図 1-6 は測定されたデータの一例です。 



今 













をフ□ントスピーカ——►左耳 


今 


1 





1 






をフ□ントスピーカ— ► ち耳 


測定されたインゾむレスレスポンスデータ 


図 1-6 サラウンド音場の再現プ□セス 



VPT エンコーダーによる 
伝達特性の再現 
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(2) DSP を応用した電気回路による HR 旧のシミュレーシヨン再生 

BD / DVD などのソースか5の入力と、 （1) で得5れた HR 旧で、コンボルーシヨン演算(畳み込 
み積分)を行います。このプ□セスを経ることで、実際に音場に置かれたスピーカーか5放射さ 
れた音びダミーへッドマイク□ホンを通じて聞こえるものと等価な信号を作ることびできま 
す。このプ□セスにおいて、インパルスレスポンスの長さ（タップ長)び長いほど、また量モ化ビッ 
卜数び大をいほど、より正確な音場を再現することびでをます。 

このコンボルーシヨン演算によって得5れた信号をへッドホンで再生すると、元の音場を再 
現でさるよラにな0ますび、ここで重要なのは、コンボルーシヨン演算の結果を正確に表現で 
きる再生システムを構築することです。しかしへッドホンには多かれ少なかれ特有のキャラク 
ターびあり、その特性は必ずしもフラットではありません。このため八イクオ U ティーな音場 
再生のために、ヘッドホンの特性を正確にお握し、これに応じた補正を行ラ必要びあ0ます。 

このよラな細かい処理は、へッドホンそのわのとデジタル信号処理システムを並行して開発 
するソニーだか5こそ可能なことで、バーチャルホンテクノ□ジーを採用した本システムび、 
他のへッドホン 3 D システムより大きく優れている点です。 

これ5(1)、 （2) のプ n セスを経て得られた再生音は、あたかちその方向に置かれた非常にク 
才 U ティの高いスピーカーか5音び出ているよラに聞こえます。 

今度は、 5.1 ch や 7.1 ch といったマルチチャンネルサラウンド環境の音場を表現する場合を 
考えてみます。先ほどの例で説明したよラに、1 ch の音源をヘッドホンで再現するのには左ち 
一対の HR 旧を必要としますび、この一対の HR 旧を5個あるいは7個の音源それぞれに対して測 
定します。 

そして BD / DVD などのソースと、先に得5れた各音源の HR 旧を、 VPT エンコーダーで演算し、 
左耳への信号とちちへの信号を再現しよラとする音源のチャンネル分(最大 7.1 ch ) だけ加算し 
ます。この結果をヘッドホンか5再生することで、ヘッドホンによるマルチチャンネル再生び 
可能となります。次ページの図 1-7 は本システムの/む臓部といえる VPT エンコーダーの内部処理 
のブ□ックダイアグラムです。 

HR 旧のコンボルーシヨン演算では、人間の聴覚と室内音場の特性の両方を利用するとともに、 
7チャンネルの独立した高精度 F 旧フィルタを構成し、極めて忠実度の高い再生音場を実現しま 
した。高いクオ U ティを保つためには、測定する音場の選択と調整、測定そのものに関するノ 
ウ八ウ、ヘッドホンの音響的完成度、および音響補正の各分野において、高度な技術と経験そ 
して感性びそれぞれ要求されます。そしてこれ5の集大成びソニーの「バーチャルホンテクノ〇 
ジー」なのです。 


次のぺージへつづ< 
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ch デコーダー 


VPT エンコータ’一 


-0 



図 1-7 7.1 ch デコーダーと 7.1 chVPT エンコーダー 











2. 本システムの特徴 


2.1. 7.1ch 音青が応 VPT 

ドルビープ n □ジック nx デコーダーによって新たに作り出される2 ch のステレオのバックヴ 
ラウンド信号を加えた 7.1 ch のサラウンド音場は、従来の 5.1 ch サラウンド音場に比べ、音場 
表現の密度び高く、各チャンネル間のつなびりび自然で非常に滑5かなわのとな0ます。最新 
設備の映画館同様の本格的なサラウンドを得るためには、従来の 5.1 ch よりもこの新しい 7.1 ch 
のサラウンド音場び最適です。 

本システムに搭載の新 7 .1 ch 音声対応 VPT ( Vi 「 tijalphonesTechnology ) は、このサラウンド 
音場のイ;ージを限りなく忠実に再現しており、 7.1 ch の本格的なサラウンド音場の魅力をお 
すことなくお楽しみいただけます。 
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2.2. 高性能 DSP 


音声デコード処理および 7.1 chVPT エンコーダー部に、高速かつ 
高性能な32ビット浮動小数点演算 DSP を採用しました。この DSNS 、 
最大2128 MIPS # i の命令実行能力と1596 MFLOPS # 2 の浮動小数点演 
算実行能力を有し、よ0觸密で深いサラウンド音場、よ0自然な音 
質、より広いダイナ S ックレンジを実現します。（写真 2-2) 

*1 MIPS(Million Instructions Per Second) 

DSP の演算能力を示ず目安となる値で、 1MIPS は 1 秒間に 100 万回の命ち ( 機械語)を実 
行でさることを意なずる。 

*2 MFLOPS(Million Floating point number Operations Per Second) 

DSP の演算能力をおす目安となる値で、 1MFL0PS は 1 秒間に 100 万回の浮動小数点数演 
算 ( 実数計算 ) を実行でさることを意昧する。 


か DSP 

TMS320D708E001BRFP 

C12-73D8NJTQ4 

□□ pm 


写真 2-2 


2.3. CINEMA モード 


ドルビー社、 DTS 社の推奨する映画館でのスピーカー再生音場を精密にシ S ュレートしたモー 
ドで、音の良い最新の映画館のよラに適度な広さを持つサラウンド音場を楽しむことびでさま 
す。包まれ感や、各チャンネルの自然なつなびり、自然な音質(特に台詞)を重視した設定となっ 
ていて、映画鑑賞に最適な音場となっています。 

包まれ感を重視しつつわ、フ□ントチャンネルはしっかりとした定位び得5れるよラに調整 
しており、サラウンドチャンネルには、映画館と同様、フ□ントチャンネルの定位に比べてや 
やお散した音び得5れるよラなチューニングを施しています。 

映画作品の多<は、高い位置から再生されたほラび自然に感じる効果音びサラウンドチャン 
ネルにをく収録されていることを考慮し、サラウンドチヤンネルはフ□ントチヤンネルよ0も 
やや上方に定位するよラ調整しています。 
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2.4. GAME モード 


本システムのゲームモードは、株式尝社 ソニー •コンピュータエンタテイン;><ントのサウンド 
デヴイナー監修のわと、音場の作0込みを巧いました。このモードは、くっきりとした音像定 
位や、明確な方向感の再現を重視した設定となっていて、特にマルチチャンネルサラウンドゲー 
ムでのプレイに最適な音場となっています。 

サウンドデヴイナーび意図した音像定位を忠実に再現するよラ、比較的デッドな小型の S キ 
シングルームに居るよラな音場を想定しました。この結果全てのチャンネルに対して非常に 
シャープな定位び得5れるチューニングとなっています。 

また、忠実かつ明瞭で聞さやすい音色ちゲームモードの特徴です。特に人の声は、老若男女 
どのような人の声わ自然で違和感なく聞こえる音質に仕上びっています。 

2.5. る彩な音青フォーマットに巧応 


ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラウンド EX 、 DTS 、 DTS - ES マト U ックス、 DTS - ES ディ 
スクリート、 MPEG -2 AAC といった多彩な音声フォーマットに対応した、高精度かつ高音質な 
32ビットサラウンドデコーダーを搭載しています。さ5に今回新たに搭載したドルビープ □□ 
ジック llx デコーダーによ0最大 7.1 ch の音声信号び得5れます。 

対応する音声フ オーマツ トおよび搭載デコーダーに関しては、第3章に詳細な説明びありま 
す。 
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2.6. 2.4 GHz デジタル無線伝送方式 

昨今、 Blu-ray Disc や BS /地上デジタルテレビ放送などの高品質な;ディアび急激に普及し 
ています。これ5の高品質なメディアび提供する音の微妙なニュアンスを劣化させることなく 
伝送するために、 2.4 GHz の無線帯域を使用した DSSS (直接スぺクトル拡散)変調方式を採用し 
ました。 

デジタルオーディオ信号を非圧縮でワイヤレス伝送する DSSS 変調方式は、障害物を気にする 
ことなく屋内で使用することび巧能です。また、プラズマテレビや直射曰光、白熱丹などの影 
響を受けません。 

変調方式 

DSSSCDirect Sequence Spread Spectrum : 直接スぺクトルお散)変調は、送信側のプ□セッ 
ヴーにおいて、音声データに対し拡散符号による演算を行い、本来よ0わ広い帯域にエネルギー 
を拡散して送信します。受信側のヘッドホンでは、送信側と同一の拡散符号を用いて、にげ5 
れた帯域を元の音声データに復元します。 

わし使用している帯域の一部にノイズび存在した場合でち、受信側へッドホンでの拡散符号 
を用いた演算によって、ノイズび持つエネルギーは広い帯域に拡散されます。 

DSSS 変調ち式は、ノイズの影響を受けにく <、干渉に強い高品質な通信び可能であると言え 
ます。（図 2-3) 


:送信機測(プ□セツサー) 


音青 データの スペクトル 


周波数 


帷散符号 


化散をれた音黃データのスペクトル 


周波数: 
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16 bit 48 kHz 非圧縮伝送 

最大48 kHz / 16 bit サンプ U ングでの非圧縮伝送により、 CD と同等もしくはそれ上の音質 
を実現しました。 


リアルタイムチヤンネルセレクション機能 


本システムは、周辺で 2.4 GHz 帯を使用しているイ也機器の存在を常に確認しています。他機器 
のを在を検知した場合は、現在使用しているチャンネルか5帯域内の空いているチャンネルに 
自動的に移動して、他機器との干渉を受けにくくしています。（図 2-4) 



図 2-4 リアルタイムチャンネルセレクション機能 


リモートコント□-ル機能 

プ□セツサーの rPOWER 」 riNPUT 」「 EFFECT 」 の切り誓えを、 へッ ドホン側か日でもコント □- 
ルすることびでをます。 


ID (識別巧哥 


本システムはプ□セツヴ ーとへ ツドホンに固有の ID (識別符号)び登録されていて、この ID (識 
別符号)び完全に一致していないと音声を聞くことびできません。したびって、自分び聞いてい 
る音声を不特定の人に聞かれてしまラことはあ0ません。（図 2-5) 


プ□セ ツサー 
ID : 川1り 



11 ^^ 

無線坛送 



へツ ドホン A 

ID : 111111 


へツ ドホン B 

ID : 111111 




へツ ドホン C 

ID ： 222222 


図 2-5 ID (識別符号) 
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2.7. 軽量へツドホン 


より良い装着性を得る上でへッドホンの軽量化は重要な要素です。本システムのへッドホン 
部は、匡体および電気システムの構成や材料を一つ一つ見直し、軽量化を徹底的に追及してい 
ます。 

1. 高エネルギー密度の U チウムイオン充電池を採用 

2. サスペンダー外被への、軽量かつしなやかな合成皮革およびメッシュ生地の採用 

3. 各部品の肉厚の最適化 

これらにより当社従来比約25 %の軽量化を達成しました。これによって、映画やゲームをむ 
ゆ<まで楽しむことのでをる快適な装着性を実現しています。 

2ぶ.高音質才ーデイオ回路 

高精度 D / A ， A / D 変換部 

ワイヤレスへッドホンに搭載された D / A 変換部には、24ビット A 之方式 D / A コンバーターを 
採用しました。この形式の D / A 〕 ンバーターは、一般的な1ビット D / A コンバーターと比べて耐 
ジッター特性に優れており、ジッターに起因する歪みのかない、ク U アな音質を実現していま 
す。 

プ□セッサーの アナ □グ 入力部にわ、24ビット A 之方式の A/D コンバーターを 採用。高速 か 
つ高精度な A / D 変換を巧い、音質莫 化を 抑えています。 

高音質、高出カヘッドホンアンプ 

ワイヤレスヘッドホンのアンプ部には、 BTL 方式を採用しました。高出力化を実現するととも 
にカップ U ングコンデンサを廃止することで、低域再生能力び大幅に向上しました。 

静かなシーンの細かな音のニュアンスから、爆発シーンなどの大きな音の迫力まで、余すと 
ころなく再現します。 

OFC 配線材料 

へッドホン内部のオーディオ信号系配線には、伝送□スを最ル限に押さえる OFC (無酸素銅） 
配線材料を採用しました。 
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3. 巧応サラウンドフォーマットについて 


家庭内での AV 視聴において、マルチチャンネルによるサラウンド再生は今や必須となってい 
ます。また、マルチチャンネル化を実現させるための音声フォーマットとして、様々な規格び 
提唱されています。 

ここでは本システムで再生可能な音声フオーマツトおよび搭載するデコーダーと、本システ 
ムでの再生方式について解説します。 


3.1. 本システムで再生可能な音青フォーマット 
および搭載 デコーダー 

本システムで再生巧能な音声フォーマットは、ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラウ 
ンド EX 、 DTS 、 DTS - ES マトリックス、 DTS - ES ディスク U — 卜、 MPEG -2 AAC 、 PCM です。 

また本システムに搭載されているデコーダーは、ドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック 
11ん DTS 、 DTS - ES マトリックス、 DTS - ES ディスクリート、 MPEG -2 AAC 、 PCM です。 

UTR こそれぞれの音声フォー マッ トがデコーダーについて詳し<説明します。 

ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラウンド EX 

ドルビーデジタルは、 5.1 ch の各チャンネルび完全に独立した状態のデジタル信号を記録し 
ているので、ダイナ S ックレンジや各チャンネル間のセパレーシヨン、 S / N などびさねめて良好 
であり、劇場と同等の臨場感を家庭で再現することびでをます。低域を受け持つサブウーファー 
チャンネルには専用の低域信号び記録されているため、重低音の再現力わ優れています。 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、ドルビーデジタルの出力にバックサラウンドチャンネル 
を加えた 6.1 ch の出力に対応するサラウンドフォーマットです。バックサラウンドチャンネル 
を加えることにより後方の定位び明確になり、飛行機などび前か5後、後か5前へ移動する場 
面の音をよ 0 U アルに再現することびでさます。バックサラウンドチャンネルは、マトリック 
スエンコード処理によってあ5かじめ L および R のサラウンド信号に織り込まれており、マト U ッ 
クスデコーダーを通すことで復元します。従ってドルビーサラウンド EX は従来のドルビーデジ 
タル方式と互換性びあり、ドルビーサラウンド EX 仕様のソースは従来のドルビーデジタル 5.1 
ch のシステムでも再生することび巧能です。 


次のぺージへつづ< 
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DTS 、 DTS - ES マトリックス、 DTS - ES ディスクリート 

DTS は米国のデジタルシアターシステムズ社び開発した劇場用デジタル音声システムで、 

ドルビーデジタルと同様にディスク U —卜 5.1 ch のマルチチャンネル出力に対応しています。 
DTS-E 引ま、ドルビーデジタルサラウンド EX と同様に、 5.1 ch にバックサラウンドチャンネルを 
加えて 6.1 ch にすることにより、空間表現力、後方の定位感を向上しています。 DTS-E 引こは、 

あ5かじめ独立したチャンネルとしてバックサラウンドチャンネルびデジタル信号で記録され 
ているディスクリート方式と、ドルビーサラウンド EX と同様にマトリックス方式で復元する2 
種類の方式びあります。 DTS-ES をが来の DTS 方式と互換性びあり、 DTS-ES 仕様のソースは従 
来の DTS 5.1 ch のシステムでも再生することび巧能です。ドルビーデジタルおよび DTS ともに、 
メディアに記録する際のサイズをコンパクトにするための圧縮処理を行いますび、 DTS のちび 
より圧縮率び低<、情報量ちをいのび特徴です。 

MPEG -2 AAC 

MPEG -2 AAC は日本の BS /地上デジタル放送などに採用されている音声 フォー マットです。 
通常のステレオ放送だけでなく、映画や音楽番組などはディスク U —卜 5.1 ch のマルチチャン 
ネル放送び配信され、ドルビーデジタルや DTS と同じよラに劇場と同等の臨場感を家庭で再現 
することびでをます。 


ドル ビープ □□ジック nx 

ドルビープ□□ジック nx は、 5.1 ch 信号または2 ch 信号を 7.1 ch 化して出力することを特徴 
とした 7.1 ch デコードシステムです。従来のドルビープ□□ジックは2 ch ステレオ音源を 
5.1 ch 化して出力するものでしたび、ドルビープ□□ジック nx ではさ5に2 ch のバックサラウ 
ンド信号びステレオで出力されます。これにより従来の5,1ホのサラウンド音場に比べて、非 
常に觸密で強い包囲感、各チャンネル間のつなびりび自然で滑5かなサラウンド音場の表現び 
可能になります。 
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3.2. 本システムでの再生方式 

本システムでは、各種入力音声フオーマットに対して適用されたエフェクトモードによって 
再生方式び異なります。 

エフェクトモードび roFF 」 の場合 

入力信号に対して各種デコード処理び行われたあと、ドルビープ n □ジック iix デコード処理 
は行われずに2 ch へのダウンミックス処理び行われます。その後 VPT エンコード処理は行われ 
ずにそのまま出力されます。したびって、頭外定位感のない通常のヘッドホン再生として聞こ 
えます。 


エフェクトモードびに INEMA 」 またはに AME 」 の場合 

入力信号に対して各種デコード処理び行われたあと、ドルビープ n □ジック iix デコード処理 
び有効なソースに対しては同デコード処理び自動的に行われ、最大 7.1 ch に}阮長されます。そ 
の後 「 CINEMA 」 またはに AME 」 に対応した 7.1 ch VPT エンコード処理び行われたあとで出力さ 
れます。 

7.1 chVPT エンコード処理までのプ n セスを入力音声フオーマット別に図解すると、 UTF の 
よラになります。これを本システムのワイヤレスヘッドホンで再生することによ0、臨場感あ 
ふれるサラウンド音場び再現されるのです。 

図3本システムにおけるマルチチヤンネルデコードから VPT エンコードまでのプ□セス 


ドルビーデジタル 
5.1 ch 


ドルビーデジタル 
サラウンド EX 


ドルビー 
デジタル 
デコ—ダ_ 


Left 


Center 


Right 


LS 


Left Surround 


ドルビー 
プ□ロジック nx 
デコーダー 

Right Surround 


Left Back Surround 


RS 

Right Back Surround 




Subwoofer 



7.1 か 
VPT 

エンコーダー 


Lch 出力 


Rch 出力 
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